
グループホーム四ッ葉(２階)

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 結 果 概 要 表
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3870105040 Ｈ２７・６/２４で開設してから１０年になる。開設当初からの職員も１/３いる。新人職員も成長している。
毎日の朝礼時に理念を唱和し健康を第一に考えて理念に基づいた支援をしている。職員は常に利
用者様の事を一番に考えている。利用者様との会話には常に笑いがあり生活の知恵や経験をもとに教えてくださる
事があり活き活きと過ごせている。問題を解決する時は、職員同士報告、連絡、相談を
徹底している。太陽光パネルの設備で畑が縮少されたが、野菜を作り採りたての季節の野菜を食べて
頂いている。外出時もゴミひとつ残さず持ち帰るなど日常生活の延長だと意識して行動している。
月に１度は外出を行い、施設だけではなく季節に応じた楽しみや外食の雰囲気を感じて頂ける様にしている。アット
ホームな雰囲気を大切にしている。

法人名 (有)四ツ葉

事業所名 グループホーム四ッ葉

所在地 松山市桜ケ丘６４３－２

自己評価作成日 平成27年7月31日

●法人の方針で4月から利用者を「○○様」と呼んでいる。職員は、笑顔で利用者と関わることを心がけ
ており、調査訪問日の昼食時、ていねいな言葉遣いで、笑顔で利用者と会話する職員の様子が見られ
た。又、前回の目標達成計画に「毎日出勤時に利用者様9名に挨拶を行う」ことを挙げて取り組んでおり、
職員は、取り組みを続けることで利用者の笑顔が増えたと感じていた。
●日曜日以外は入浴できるよう準備しており、個々に2日に１回支援している。お好きなシャンプーや使
い慣れた石鹸を用意して使用する方もある。浴槽の横に設置してあるテレビを見たり、音楽を聞きながら
ゆっくり入浴する方もある。入浴を拒む方には、協力医が往診の際に促す言葉をかけてくれる。
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Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

評価機関名

基本情報リンク先

項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印 項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果

　　↓該当する項目に○印

平成27年9月24日訪問調査日

○ ○

○
○

○ ○

○ ○

○
○

○
○

○

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが（参考項目：28）
4. ほとんどいない
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

記入者（管理者）

氏　名 竹内　智子

評価完了日 ２７年　７月３１日

事業所名　 グループホーム四ッ葉

(ユニット名） ２階

ホップ 職員みんなで自己評価!
ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!
ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
“愛媛県地域密着型サービス評価”
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グループホーム四ッ葉(２階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

毎日の朝礼時に理念を暗記するのではなくゆっくり読み合せをしている。常に理
念カードを携帯し、意識して利用者様の支援、業務に努めている。「健康」が
あって「愛情」「幸福」「希望」へ繋がっている。同じ方向に向かって職員全員
が理解できるようにしたい。業務に追われると利用者様にとって、本当にこれで
良かったのかと、思う事がある。

(外部評価)

法人設立時に、代表者が四つ葉のクローバーの花言葉「健康・愛
情・幸福・希望」を法人理念に採り入れており、事業所でもユ
ニット出入り口にある事務所前に掲示している。年度目標を立て
ており、今年度は、さらなる個別支援の実践に向けて、利用者の
「したいこと」「できること」の支援に取り組んでいる。

(自己評価)

以前は、ファミリーマートへパンの購入に出かけていたが今は週に1回訪問パンの購入をして
いる。地域との関わりは減った気がする。訪問パンの購入時に機嫌が悪くなる利用者様がお
られるので、声かけ対応を検討していきたい。散歩時に近くのスーパーに買い物に出かけてい
る。お店の方も快く写真を撮らさせて頂き対応して下さっている。利用者様の顔を覚えていた
だく為に、もっと買い物に行く機会を増やしたい。支払もして頂くようにする。犬の散歩をされて
いる方と会話する機会があった。交流が出来たら良いと思う。地域の子供達との繋がりが深ま
る交流ができれば良いと思う。

(外部評価)

近くの回転寿司店とは外食等して顔なじみになっており、事業所
の外出行事時に土産を買って帰り届けたり、年末に搗くお餅をお
すそ分け等している。又、お返しに巻きずしをいただくようなこ
ともある。事業所の駐車場で行う秋祭りは、芋炊きやおにぎり、
たこ焼き等と簡単なゲームを準備して近隣の方にも案内し、数名
の方の参加がある。地方祭には、お神輿が来て、利用者も駐車場
に出て子ども達にお菓子を渡したり、握手等して交流している。
専門学校生や高校生の介護実習を受け入れている。

事業所が所在する地域は、行事ごとが少ない
地域のようで、管理者は「地域の方に、もっ
と事業所の行事に参加していただきたい」と
話していた。地域の方が訪ねて来やすいよう
な取り組みを工夫して、地域の方との関係を
さらに拡げていってほしい。

(自己評価)

運営推進会議を開催してホームの様子を伝えている。家族様の出席が少ないの
で、気軽に参加出来る様に「四ッ葉交流会」として参加をお願いしている。声掛
けの工夫をしていく。入居契約時にも説明して参加をお願いしている。

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している
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グループホーム四ッ葉(２階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

家族様に参加していただくように声かけをしていく。夕方の時間と曜日で出席で
きない家族様が多い。毎回テーマを決めて発表しているので改めて勉強できる機
会になっている。家族様から利用者様の知らなかった１面をお話しして下さり、
とても感動した。新しい職員や参加してない職員も参加して交流に努めて欲し
い。参加する機会を作っていきたい。

(外部評価)

会議にご家族の参加が少ないため、ご家族に「参加しやすい曜日や時間
帯」等についてアンケートをとった。会議を「四ッ葉交流会」とネーミン
グして親しみやすくしたり、ご家族に好評の行事のスライドショーを採り
入れる等工夫して取組んでおり、今年度は2家族の参加がある。利用者も
数名参加しており、発言する場面を作っている。会議では、入居状況と行
事や取り組みの報告、外部評価の振り返り等を行い、意見を聞いている。
又、職員が交代で会議テーマを決めて発表したり「介護職員になったきっ
かけ」を話したり、利用者には「楽しかったこと、辛かったこと」を発表
してもらっている。現在、民生委員1名の参加はあるが、さらに、地域の
中で役割を持っている方等に積極的に参加を呼び掛けて、会議を活かして
協力体制の輪を広げてはどうだろうか。

(自己評価)

運営推進会議を開催して、ケアサービスの取り組みを見て頂いた。管理者、ケア
マネは交流の機会があるが、他の職員は直接連絡をとったり交流する事がない。
研修などに参加して交流ができて顔なじみになれれば良いと思う。

(外部評価)

運営推進会議時に、市の担当者から季節の感染症や食中毒、熱中症等の予
防対策についてのアドバイスがあり、事業所からは、ノロウイルス等の感
染防止対策の取り組みを報告している。地域包括支援センター主催の同業
者の連絡会に管理者等が参加して、同業者同士で情報交換等を行ってい
る。

(自己評価)

外に出ようとされる利用者様の安全の為に、入口扉には鈴、ベランダの扉は日中
のみ施錠して対応している。利用者様の家族様の申し出で安全の為にと車椅子に
安全ベルト、夜間は片側２本のベッド柵で対応していたが、その際にも拘束につ
いて話し合った。利用者様に対しての言葉使い、表情にも気をつけたい。

(外部評価)

日中は、出入り口に施錠せず職員が見守っている。調査訪問時、玄関は開
放されており、出入りがあるとチャイムが鳴るようになっていた。ユニッ
トの出入り口は、戸の開閉時に鈴が鳴る。ご家族の強い希望があり、車イ
スの安全ベルトやベッド柵を使用する方がいたが、5月の市の実地指導を
きっかけに、ご家族にも理解を得られるよう説明し、現在は使用せずケア
の工夫でカバーしている。転倒の恐れがある方の居室は、畳を敷いたり、
ベッド柵に鈴を付けていた。利用者の所在不明時の対応マニュアルを整備
して、年1～2回「行方不明時捜索模擬訓練」を実施している。

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている
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グループホーム四ッ葉(２階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者様は、御自分からは言われないので身体の異常（あざ、内出血、傷等）を
早く発見して対処していきたい。異常に気づいたら上司に報告している。夜間は
一人対応なのでわからない事もある言葉使いにも気をつけたい。自分自身の精神
状態の維持にも気をつける。

(自己評価)

後見制度の研修や資料で学んだが難しい。難しいので学ぶ事を敬遠している。後
見制度を理解して、家族様に手続き等の説明ができ実践につながるように学んで
いきたい。

(自己評価)

施設長、管理者、ケアマネが必ず２名で対応している。管理者、ケアマネが立ち
合えない時は職員が対応している。契約に立ち合っていないと分からない事が多
い。対応できるように契約書の内容を確認、把握していきたい。契約時に説明は
しているが、忘れられている事もあり納得がいくように施設長、管理者が立ち合
いのもと話し合いの機会を設けた事がある。理解、納得して頂いた。

(自己評価)

定期的にケアプランの更新時に、家族様、利用者様の意見を聞いている。家族様
から意見を言って頂くように、面会時に日頃の様子を伝えたり声かけの工夫をし
ていきたい。意見箱を設置しているが利用はない。家族様の立場になると分かる
事もある。先に報告する事の大切さや説明の仕方、言葉使いが大切だと思う。

(外部評価)

ほとんどのご家族は、月1回以上来訪があり、その際にご本人の様
子を伝え、意見を聞いている。又、事業所の予定表を渡して行事
等に誘っている。年1回の家族会や随時のアンケートでご家族の意
見を聞く機会をつくっている。ご家族から「親戚等、誰が面会に
来たのか知りたい」という要望があり、面会簿を利用者別に記入
するようにした。気軽に意見が書けるよう4月から意見箱を新しく
している。

利用者の暮らしをご家族と一緒に支えていけ
るよう方針を共有し、ともに学んだり、活動
するような機会を工夫していってほしい。

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム四ッ葉(２階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

毎月のミーティングで意見交換をしている。業務、対応については申し送りノー
トに記入している。記入漏れがない様に気をつけたい。今後は、コミュニケ-ショ
ンも必要なので上手に活用して意思の反映をしていきたい。常に管理者に相談し
やすい環境である。個人的に相談したいことがあれば、施設長、管理者が時間を
作って話を聞いてくれている。業務中にも職員同士相談できるオープンな環境で
ある。

(外部評価)

利用者個々に担当職員を配置して、ご家族とのやりとりの窓口を
明確にしている。法人は、職員研修に力を入れて取り組んでお
り、職員の段階別研修を実施している。又、職員は、県内外の研
修にも積極的に参加しており「下肢筋力強化の運動」等を採り入
れている。

(自己評価)

希望休を優先してくれている。勤務交替も職員同士相談して気持ち良くしてくれ
て楽しく働ける職場になっている。必要時には、残業代を出してもらっているが
勤務中に記録が終わらず打刻してから記録する事がある。一人だけの休憩時間は
ないので口腔ケアなど無理のないよう配慮していきたい。施設長も週２回の朝礼
以外にも見回りに来られて、利用者様、職員の把握に努められている。

(自己評価)

研修案内を回覧し希望する研修や興味のある研修に参加させてもらっている。
ミーティング時に研修報告があり勉強になる。参加する職員が決まっているので
他の職員もケアの向上の為にも参加できたら良いと思う。私用と重なって参加出
来ない事もある。

(自己評価)

職員は、他の事業所との交流はあまりできていない。研修で情報交換する事もあ
り他の事業所の取り組みを聞き感心した事がある。外部との情報交換はとても役
に立つので機会があれば参加していきたい。県外で開催のグループホームの交流
会に参加している。新人研修に参加して勉強になった。今後も知識を身につける
為に勉強していきたい。

(自己評価)

入居前のアセスメントを充分に行う。入居前の体験の時間を取れず入居される事
が多くなっている。情報が少なく不安に思う事がある。家族様も利用者様が納得
されなくても話し合って入居して欲しい。家族様と関わる時間が少ないので面会
時にコミュニケーションをとる。共同生活なので出来る事、出来ない事があるが
職員が統一した対応で安心して生活して頂けるように笑顔で声掛けをしている。

11 7

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム四ッ葉(２階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

入居される事は利用者様は勿論家族様、職員も不安である。家族様とも情報交換
し利用者様に変化があった時にはすぐに連絡するようにしている。面会時には日
頃の様子を伝え出来る事、出来ない事を伝え支援に対して不信感を持たれないよ
うに信頼関係を築いていきたい。入居前にご本人様に体験で来て頂くようにす
る。現場の職員も契約に立ち合えるように今後は考えていきたい。

(自己評価)

入居前の情報が少ない事があるのでご本人様を知る為にも、もっと情報が欲し
い。最初の情報とは全く違う事があるので、利用者様を見極めご本人様、家族様
から新しい情報の収集に努める。家族様に希望を伺う時に伝え方が悪く不安にさ
せてしまった事がある。言葉使いにも気をつけて意見を聞き、ケアプランに反映
させていきたい。

(自己評価)

利用者様から歌や風習などを教えていただく事が多い。注意されて気が付く事が
あるので直していきたい。言葉使いにも気をつける。利用者様同士が仲良く過ご
して頂けるよう職員が間に入っている。トラブルになったらお互いの言い分を聞
き回避に努めている。出来る事は続けていただき出来ない事は支援する。楽しい
事、悲しい事も共に分かち合えるよう心の繋がりを持ちたい。

(自己評価)

利用者様にとって家族様は一番大切な存在である。家族様が来られると職員には
見せない表情をされている。面会に来られると安心されるが、帰られた後に不安
になられる方もいるので配慮したい。一緒に過ごされる時間を大切にしてあげた
い。利用者と家族様との関係がうまくいっていない場合は職員が緩衡材になった
ら良いと思う。

(自己評価)

一部の方ではあるが、知人の方が来られて楽しく居室でお話しをして頂いてい
る。来られた事を忘れられる方もいる。一緒に写真を撮り思い出していただくよ
うに徹底していきたい。馴染みの場所に出かけた時には、思い出があり喜ばれ
る。アルバムを見ながら楽しかった思い出の話に耳を傾けたい。親戚の方から贈
り物を頂いた時にはご本人からお礼の電話や葉書を書いてもらっている。

(外部評価)

遠くに住むご家族等の来訪時は、一緒に写真を撮って居室のアル
バムに挟んだり飾ったりしている。知人や友人等、珍しい方の面
会があれば、職員はまた来てもらえるよう声をかけている。利用
者からの希望で、以前住んでいた場所に出かけた際には、ご本人
はとても懐かしがり喜ばれたようだ。

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている
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グループホーム四ッ葉(２階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

共同生活で毎日生活を共にしているので、利用者様同士のトラブルは常にある。
機嫌の悪い利用者様がおられ個人攻撃したり口論になる事もある。職員が間に
入っている。言いたい事を言って発散してストレス解消してもらっても良いので
はないかと思う。御自分で伝える事が出来ない利用者様には孤立しないように
もっと配慮する。入浴時間が一人になれる時間なのでゆっくり話を聞きリラック
スできる時間を作りたい。

(自己評価)

他の施設に行かれた利用者様の状況の報告を施設長から受けている。退居された
利用者様の家族様からも近況を伺う事がある。亡くなられた事を聞いた時、お顔
を拝見しに伺っておけばよかったと後悔した事もある。面会に行くように計画し
ているので実行したい。一緒に生活した利用者様なのでずっと連絡しあえる関係
になれれば良いと思う。

(自己評価)

利用者様の希望や思いを伺ってケアプランに取り入れて支援ができるように努力
している。「旅行がしたい」と希望を伺った事があり叶える事が難しい事が多い
ので無力感を感じた。利用者様の思いを大切して限りはあるが出来ない事を出来
る事に少しでもしていきたい。口に出して言われる事が必ずしも本心とは限らな
いので心の中の思いに気づけるようにしたい。

(外部評価)

事業所独自の様式「個別援助マニュアル」を用いて、食事、排
泄、移動等のご本人の「できること」「できないこと」「支援し
ていること」「支援してほしいこと」又「好きなこと・嫌いなこ
と」等の把握に努めており、年1回更新をしている。

(自己評価)

アセスメントを読んだり、利用者様、家族様とコミニュケーションをとり、他の
職員からも情報を収集している。散歩、入浴時は特に情報収集しやすいので会話
の中から引き出している。農業をされていた方にはベランダのプチトマトの水や
りや収穫を楽しんで頂きたい。洋裁が好きな方が多いので時間を作りたい。お
しゃれな方の洋服には特に気をつけている。家族様からもっと情報収集する。

(自己評価)

毎日バイタルチェックを行なっている。健康状態を把握して記録に残し情報を共
有して話し合っている。体調の変化に気づけるように細心の注意を払っている。
変化があればかかりつけ医に連絡、相談して対応している。昼食後からの午後の
時間にもっと何かをしてあげるようにしたい。

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

21

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

25
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グループホーム四ッ葉(２階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

ケアプランを３カ月に１度利用者様、家族様の意見、要望を伺い作成している。
毎月のミーティング時に問題点を話し合っている。月末にはモニタリングを行
なっている。利用者様、家族様からも「今のままでいい」と言う意見が多いので
もっと意見を言って頂けるように、利用者様の事を細かく伝え説明の仕方を工夫
したい。利用者様と家族様の思いが必ずしも一致する事はないので利用者様の為
のプランになるように作成していきたい。

(外部評価)

事業所は、ご本人の希望を大切にした介護計画作成に努めてい
る。「山にダチョウを見にいきたい」と希望する方には、散歩
コースに採り入れた計画を立てていた。利用者個々の担当職員が
ご家族の意見を聞き取り、ケアマネジャーに相談しながら原案を
作り、職員で話し合い計画を作成している。月1回モニタリングを
行い、3ヶ月毎の見直しにつなげている。

(自己評価)

個別の日誌に日々の様子を正確に記録し、ケアプランに沿った支援＃１－①の記
録をしている。体調の変化、薬の変更などは特に詳しく関わった人が書くように
している。職員間にも情報を漏れなく記録して伝達するようにして、ケアの向上
に努めている。記録の見落としの無いように気をつけたい。個別の情報を記入し
ていきたい。

(自己評価)

「何処かへ行きたい」と言われる利用者様の希望を聞いてあげたい。火、金の朝
礼後の午前中に施設長の運転でドライブに行くようにしてしているが実行できて
いない。運転できる職員が限られているので難しい。散歩には一人でも多く行け
れるようにしたい。有料で音楽会や催し物があっても見守りが必要な利用者様も
おられるので全員参加出来ないのが残念である。

(自己評価)

散歩の時間に近くのスーパーに買い物に行くようにしている。時間が限られてお
り決まった利用者様になっているので検討したい。店の方にも優しく声をかけて
頂いている。店の商品で季節を感じて頂いている。新聞、広告を見て目の保養や
会話を増やして心を豊かにして頂けるように努める。訪問パンの購入する時も楽
しく選べるように配慮していきたい。買い物の支払いをして頂くように支援す
る。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している
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グループホーム四ッ葉(２階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

かかりつけ医の往診日が増えた為、急変された利用者を診て頂く事もあるので安
心である。その時には予めⅮｒに連絡して報告している。かかりつけ医と利用者
様は馴染みの関係になっている。状態によっては、急遽、往診に来て下さり大事
に至らなかった事もある。家族様の意向で花クリニック以外のかかりつけ医の利
用者様もおられる。情報交換し連携をとるようにしている。

(外部評価)

現在３名の方は、ご家族が付き添い入居以前からのかかりつけ医
を受診している。その他の方は、月2回、協力医療機関の往診を受
けている。協力医療機関や系列事業所の看護師の訪問が定期的に
あり、利用者の健康状態を把握してくれており、相談したりアド
バイスがある。
(自己評価)

隔週で勤務していたNsが退職された。体調の変化があった時にすぐに相談
できる人がいなくなり不安である。かかりつけ医のNsも往診時訪問してく
れるので、相談、アドバイスをを受けている。系列の施設のNsにも相談で
きるので安心である。入浴時は、皮膚の変化に気づく事が多いので職員同
士で周知してNsに相談していきたい。

(自己評価)

入院時には、情報提供書、個別マニュアルをお渡している。個別マニュアルは、
細目に書きかえるように習慣づけ必要時にすぐに出せるようにする。入院中の病
院関係者との情報交換は密にできていないので努力が必要だと思う。入院時の対
応に関わった事がない職員もいる。入院時に必要な書類、準備物、対応を再度確
認して、利用者様が安心して治療出来るように支援したい。

(自己評価)

契約時に看取りは支援しない事を説明している。此処に居たいと言って下さる家
族様もおられ、嬉しいが看取りは出来ないので話をする事が大切である。終末期
を迎えた利用者様の家族様とはよく話し合い受け入れてくれる特養等の申請をお
願いしている。利用者様の体調の変化を細目に家族様に報告し、急変時にも対応
出来る様にしたい。

(外部評価)

法人の方針で看取り支援は行わないことになっており、利用契約
時に説明している。現在、重度化した場合は、看取り支援を行う
グループホームを希望するご家族が増えており、この1年間に3名
の方が他グループホームに移った。事業所では「四ッ葉における
看取り指針」を作成し、職員が「看取り介護」の研修にも参加し
ている。利用者やご家族の意向や希望に沿った支援を実践できる
ような取り組みに期待したい。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。または、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支
援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる
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グループホーム四ッ葉(２階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

ミーティングや外部研修で心肺蘇生、AEDの使用方法について学んでいる。応急対
処法を復習し身につける事ができれば良いと思う。利用者様の変化に少しでも早
く気づくように観察する。実際に起きた時、パニックにならないように、イメー
ジトレーニングしてわからない事は聞いている。一分一秒を争う事なので職員同
士連携をとれるようにしたい。

(自己評価)

半年に一度、防災訓練を利用者様、職員全員が真剣に取り組んでいる。実際に起
きた時に訓練通りに出来るか不安である。マニュアルにこだわらず臨機応変に動
けるようにしたい。起震車で地震の体験をした。地震の中でどれだけ動けるか不
安である。水害時の訓練もできれば良いと思う。避難経路の確認をして物を置か
ないようにする。近隣の方も参加して頂けるように声かけしていきたい

(外部評価)

年2回、消防署の協力を得て避難訓練を行っている。5月には、煙を使って
日中の火災を想定した避難訓練を実施した。利用者も参加し階段を使って
避難する訓練等を行った。地域の方にも避難訓練に参加してもらえるよう
に、事業所前のフェンスに避難訓練のポスターを掲示したり、挨拶を兼ね
て近隣のお宅を訪問して案内したりしたが、参加にはつながらなかったよ
うだ。今後も継続して地域との協力体制作りに取り組み、又、立地条件も
踏まえて、津波等水害を想定した避難訓練にも取り組んでほしい。

(自己評価)

利用者様の性格や機嫌に合わせて言葉を選びながら話し方や声の大きさ、声の
トーンに気をつけている。声掛けの仕方で立腹される利用者様もおられるので考
えて工夫したい。言葉使いには気をつけているが、上から目線になったり、馴れ
合いの口調になっている時があるので気をつけたい。個人情報になるような会話
には充分注意したい。パットや汚物などできるだけ見えないように持ち込んでい
る。人生の大先輩なので言葉使いには充分気をつける。

(外部評価)

法人の方針で4月から利用者を「○○様」と呼んでいる。職員は、笑顔で
利用者と関わることを心がけており、調査訪問日の昼食時、ていねいな言
葉遣いで、笑顔で利用者と会話する職員の様子が見られた。又、前回の目
標達成計画に「毎日出勤時に利用者様9名に挨拶を行う」ことを挙げて取
り組んでおり、職員は、取り組みを続けることで利用者の笑顔が増えたと
感じていた。

(自己評価)

誕生日の希望メニュー、お好きな飲み物、パンの購入、散歩のコース等希望を
伺っている。どちらが良いですか？と選択できる声掛けをしている。意思を伝え
る事ができない方の希望気持ちを表情を常に把握して組み取れるようにしたい。
入浴の着替えの洋服は、一緒に可能な限り選んで頂くようにしたい。日常生活の
中でも楽しみが持てるように希望があれば聞き出していきたい。

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている
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グループホーム四ッ葉(２階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

二人体制になったり、ミーティング時に３０分早目の食事時間など業務優先に
なっている。共同生活なので個人の希望を叶える事は難しいが、個々の気分転換
が必要である。個別支援の時間を作っていきたい。職員のペースにならないよう
に、利用者様にとって一番良い空間が出来るように支援したい。

(自己評価)

起床時、入浴後外出時には正装、整髪、男性の方には髭剃りの支援をしている。
入浴時には着替えをできるだけご本人に選んで頂くようにしている。出来ない方
には同じ服にならないように配慮している。化粧する事で認知症が少し改善出来
ると放送していた。口紅だけでも外出時につける事ができたら良いと思う。入浴
後のアフターケアもしてあげたい。服の汚れ、爪の中、耳垢なども注意して綺麗
に保てるようにしたい。訪問美容でカラーをされている。

(自己評価)

食事の準備や片づけなど一緒にして頂きたいが、一人の方にしてもらうとそれを望まない利用者
様がおられるのでできていない。出来る方には下膳、ランチョンマットを下げてもらっている。
食事中の会話も楽しみたいが、食事中は静かに食べるべきと言う考えの利用者様がおられ難し
い。利用者様は食べる事を楽しみにされているので栄養面も考慮し、刻みの方にも見て楽しめる
盛り付けにしている。メニューを説明しながらお出ししていきたいと思う。お誕生日の昼食はご
希望のメニューを伺っておやつの時間にケーキでお祝いしている。季節ごとの行事のメニューも
ご希望を伺ってもらおうと思う。

(外部評価)

週3日は、業者で決められた食材が届き、週4日は、職員が利用者の意見を
聞きメニューを決めて交代で調理している。利用者が野菜の下ごしらえや
食器拭き等ができるような場面を作っている。調査訪問日の昼食後は、職
員がお盆を用意すると、利用者がご自分の食器と周りの方の分を片づけて
あげるような場面が見られた。利用者の誕生日当日の昼食は、ご本人が希
望する献立にしており、赤飯や豚カツ、えび料理等の希望があり、利用者
によっては、近くの回転寿司店から出前してもらったこともある。干し柿
作りや年末の餅つき等では、利用者の出番を作っている。

(自己評価)

毎日食事のチェックをしている。利用者様の状態で食事量を調整したり、体調に
合わせた形態（お粥等）でお出ししている。毎月の体重測定や食事量のチェック
をしながらその方にあった対応ができていると思う。水分補給を細目にし、熱中
症にならないように気をつける。水分を摂りにくい方にはゼリーなどで対応する
よう工夫していきたい。下剤を使用しないで促せるように食材にも工夫したい。

(自己評価)

毎食後、口腔ケアの声掛け支援をしている。口腔ケアの往診にきていただいてる
利用者様もおられ仕上げなどの指導をしてもらっている。自立されている利用者
様の口腔内のチェックが疎かになり出来物が出来てしまった。口腔内のチェック
をして異常があれば、かかりつけ医に定期的に診て頂くようにする。仕上げや
チェックが出来ているかどうか不安なので口腔ケアを学んでいきたい。

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている
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グループホーム四ッ葉(２階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

排泄チェック表をつけている。定期的にトイレ誘導を行っている。決まった時間
に誘導するのではなく、下剤を服用しておられる利用者様には失敗しないように
早目に誘導をするように気をつけている。自然排泄するように食事、水分補給、
運動に気をつけてあげたい。

(外部評価)

排泄チェック表を確認して、トイレの声かけや誘導を行ったり、
又、車イスの方は職員二人で介助する等して、日中は全員の方が
トイレで排泄できるよう支援している。トイレの中に新聞紙と汚
物入れを準備しており、ご自分でパット等の後始末をする方もあ
る。

(自己評価)

なるべく下剤を服用しないで促せるように、食事内容、水分補給、体操、散歩、
腹部マッサージで気をつけている。食物繊維の多い物、海藻、キノコ類を提供し
ている。特に朝食の献立に提供したり便秘の方には多めに配膳するなど工夫して
いる。腹部マッサージの時間タイミング、仕方の効果的な方法を学んでいきた
い。

(自己評価)

一日に全員の入浴は難しく、２日に１回は入って頂くようにしている。時間、曜
日は決まってなくその方の体調や状態に合わせて入って頂くようにしている。一
人でゆっくりできる時間なのでリラックス出来る様に楽しく会話もしたい。利用
者様とのトラブルが無いように同じ利用者様が一番に入る事が多くなっている。
他の方にも配慮してあげたい。拒否された方には声掛け、順番の工夫をする。

(外部評価)

日曜日以外は入浴できるよう準備しており、個々に2日に１回支援
している。お好きなシャンプーや使い慣れた石鹸を用意して使用
する方もある。浴槽の横に設置してあるテレビを見たり、音楽を
聞きながらゆっくり入浴する方もある。入浴を拒む方には、協力
医が往診の際に促す言葉をかけてくれる。浴槽のまたぎが難しい
方は、安全を考慮して足浴とシャワー浴で支援している。

(自己評価)

利用者様一人一人の就寝時間に合わせて更衣介助、就寝準備をしている。外出さ
れた夜はよく休まれる。日中の活動を促して安眠できるように支援したい。眠り
の浅い方や眠れない方もおられる。休まれない原因を調べるのはとても難しい。
優しい声掛けができているかで利用者様の反応も違うと思うので気をつけたい。
夜中の声音にも気をつける。リビングで座ったまま休まれている方もいるので心
身状態により居室で休んで頂くようにする。

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援を
している

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム四ッ葉(２階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

服薬ミスが無いように必ず見て声に出して名前、日付け何時の薬か確認している。服薬
後の確認も職員2名で行なっている。薬の変更があった時は、申し送りに漏れのないよ
うに記録をして確認を怠らないようにしている。薬の内容、効果、副作用等を把握出来
ていない事があるのでもっと学びたい。新人の職員には特に丁寧に教える。錠剤など服
用しにくい利用者様には工夫している。一つのミスが命にも関わる事があるので充分注
意する事が大切である。服薬マニュアルも作成した。

(自己評価)

男性の利用者様には、モップ掃除、女性の利用者様には洗濯物を畳んで頂くなど出来る
事をして頂いてる。他の方がされていると良く思われない利用者様がおられトラブルに
なる事も多い。分担の仕方など工夫していきたい。業務に追われると職員の都合になり
手伝って頂けていない。得意な事やりたい事を伺い楽しみを持てる生活を支援したい。
施設長のお母様にまたビーズアクセサリー作りを教えて欲しい。

(自己評価)

散歩も天候、行事、業務等で毎日行けない事もある。外出やドライブしたい利用者様が
多く散歩には出かけているが望まれる外出支援は難しい。受診で車に乗る事も外出と思
われ喜ばれている。散歩時に近くのスーパーに買い物に行く事もある。スーパーでお願
いして写真を撮らさせて頂き違った散歩の風景もとり入れるようにする。家族様と近く
に散歩に出かけられる利用者様もおられる。天気の良い時は少しでも外へ出て頂ける様
に、家族様にも協力して頂き外出の機会を増やしていければと思う。

(外部評価)

悪天候の日以外は、職員と一緒に事業所近辺の散歩に出かけている。その
際に、個別の買い物の希望があれば近隣のスーパーやドラッグストア、コ
ンビニ等に立ち寄っている。月1回、利用者の希望を反映しながら計画を
立て、外食やドライブを兼ねた季節の花見物等に出かけている。奥道後の
さつき展や菊花展とせせらぎ亭での魚つりは、毎年恒例になっている。い
ちご狩りやぶどう狩りを楽しみ、カラオケに出かけることもある。さら
に、利用者がご家族と外出を楽しめるような機会も作ってみてはどうだろ
うか。

(自己評価)

家族様と相談の上、個人的に持っておられる方がいる。ポケットにいれている事
もあるので洗濯時注意し、金額も把握して紛失しないようにする。面会に来られ
た方から頂いたりする事もあるので家族様に報告している。散歩時の買い物や訪
問パンの購入時に支払をして頂いたら良いと思う。訪問サービス（カット、アロ
マテラピー）受診、外出等お金を持っていない事を心配されるので声かけの工夫
をしている。

(自己評価)

親戚の方から利用者様宛にみかんを送って頂き、お礼の電話をしてお話しをされ
ている。職員もお礼を伝えている。妹様から絵手紙が届き家族様にも承諾して頂
き返事を書かれて御自分で散歩時にポストに出された。日記を書かれている方も
おられるので家族様への手紙を書いて頂けるようにしたい。系列のグループホー
ムに旦那様が入居されている家族様に了解を得ているので必要時は話して頂くよ
うにしている。

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている
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グループホーム四ッ葉(２階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

食器を洗う時の物音や、職員同士の会話が耳ざわりになり敏感になられている方
もいるので、静かに心地良く生活をして頂けるよう気をつけたい。西日がさし利
用者様から眩しいと言われる前にカーテンを閉めるタイミングに気をつける。温
度計、空気清浄器を設置し空調管理をしている。冬のトイレは寒いので暖房が必
要ではないかと思う。菖蒲湯、ゆず湯の季節湯を楽しんで頂いている。廊下の照
明が明るすぎて眠れないと言われ照明の配置を変えて対応した。利用者様と一緒
に行事の飾り物、塗り絵などをして飾る事ができたら良いと思う。季節の花やタ
ペストリーを飾っているが、掲示物も工夫をしていきたい。

(外部評価)

敷地が広く、建物前には樹木が茂り、玄関前には観葉植物や季節の花が咲
くプランターを配置している。又、畑での収穫も利用者の楽しみとなって
いる。玄関には、先日のぶどう狩りの際に拾ってきたイガ栗を飾ってい
た。居間や食堂は、広々として開口部が多く明るい空間になっている。調
査訪問日の昼食時、陽が射しはじめ利用者が「まぶしい」と言うと、職員
はレースのカーテンを閉めて調節していた。利用者は洗濯物たたみが日課
になっており「まだ入れないの」と職員に聞いていた。

(自己評価)

日中はほとんどの方がリビングでテレビを観たり、お話やお手伝いをされて過ご
されている。利用者様同士トラブルになる事もある。口論になると回りの利用者
様が不快になられるので職員が間に入るようにしている。間に入って逆に立腹さ
れる事もあるので対応を考えていきたい。席替えも行なっているが難しい。車椅
子で移動されている方もおられるので安全に気をつけて見守りをしている。

(自己評価)

居室に家族様の写真を貼っておられる方もいる。アルバムを見たりして安心され
て休まれる事もある。居室にテレビを持って来られている方もおられ一人の時間
を楽しまれている。御自分で作られたフラワーセラピー等の飾りを棚に置いてい
る。タンスの上に衣類を沢山置きっぱなしにしているので整理していきたい。危
険な物先のとがった櫛などは安全の為に預かり必要時に使用してもらっている。

(外部評価)

居室には、ベッド、整理タンス、ハンガーラックを備え付けている。整理
タンスには、ご本人や職員が整理しやすいように「下着」「ズボン」等と
記した紙が貼ってあった。ひ孫さん達の写真をベッドの枕元に並べたり、
壁に飾っている方がいる。自ら居室に案内してくれた利用者は、使い慣れ
た椅子や陶器のお人形が並ぶ飾り棚を自宅から持ち込んでいた。各居室に
事業所で準備したカレンダーを掛けていた。

(自己評価)

御自分の居室がわからなくても名札を見て確認され安心されている。車椅子で過
ごされている方も職員が居場所を確認して安全に気をつけている。「できます」
と言われる利用者様には手を出さず見守りし、その方のプライドを傷つけないよ
うにする。ベランダに出られる方もおられるので転倒防止の為に環境整備をす
る。

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している
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